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＜連絡事項＞
・第6回法人研修のお知らせ
日　時：2024年　4月　2日(火)

　　　　　17:30～18:30

場　所：メンタル4階　メモリアルホール

テーマ：「安全管理対策について」

講　師： サンメディカル　佐々木　大輔氏
・下半期評価・カルテチェック・引継ぎについて
3月末日までに

●下半期患者評価

　　（①転倒アセスメントシート②口腔衛生評価シート

　　　③生活支援シート④ケアプロセス➄嚥下評価シート）
●3月分までの各カルテチェック

●受け持ち退院書類作成
　　4月15日までに
　　　●各受け持ちで電子カルテ患者情報や付箋を更新し、引継ぎ後の情報が伝わる様に整理してください。
※詳細は金谷ＪＧＭからのメールを確認してください。
＜週間予定＞

・3月27日（水）：出河　功様　鹿内眼科受診　9:00～11:00　スタッフ付き添い
・3月28日（木）：播磨　克子様　モニター面会予定　「いなほ荘」より2名来院予定。
＜患者様連絡事項＞
・播摩　克子様～4月1日（月）15:00～有料老人ホーム「白桜」面会予定。
　　　　　　　　長女様来院、面会拒否する可能性も考えご本人には予定は伝えずに対応して欲しいとの事。
　　　　　　　　本日、市民病院眼科を長女様受診し、点眼液ソフトサンティア12本処方あり、お預かりしている。退院し、本人受診するまではその点眼液で対応して下さいと説明があったとの事。施設入所後は、長女様が受診時の付き添いは行うと話されている。→ご本人にも説明済み
＜要注目患者様＞　
・太田　伸恵様～他者との交流みられ、表情明るく過ごされる。不安感や身体の痺れ、頭重感など不調の訴えなし。
・畑中　成夫様～適度に他者との交流みられ、過度な話しかけや妄想言動無し。
＜柞木田Dr.診察情報、ケース検討＞
・上村 みわ様～足腰の痛みを訴えているが、鎮痛剤は不要と話している。尿漏れは持続し
ているとのことで、骨盤底筋体操を継続して行うようDr.指示あり。処方変更はなし。
・太田 伸恵様～身体の痺れが続いており、倦怠感あり。夕方以降頭部がギューとする。運
動後の安静時に痺れを感じる。歯磨き後の出血があり、空気を当てただ
けで出血する。歯科受診時は、歯石除去し消毒してもらっていると主治
医に伝えている。活動量は増えて、午前と午後に作業があり、参加して
いるうちに机に座っていられるようになった。活動量も増え、周囲の患
者様が声をかけてくれて、トランプも行い交流が広がった。買い物外出
も行い、自信に繋がったと話される。血圧やや高めで経過しており、デ
ュロキセチンを漸減中止していく予定。
・和田 シュン様～便秘になり、ウサギのうんちみたいになったと訴える。ロナセンテープ貼付部の掻痒感は軽減したと言うが、皮膚の発赤は持続している。頭の中の声は夜中なくなり、朝方はある。綿棒とコーヒーのシュガーがなくなったと訴えており、物盗られ妄想と幻聴は続いている様子あり。ロナセンは内服薬に変更。ロナセンテープは本日で中止。臨時薬ブロナンセリン錠4㎎　2T　2×1/朝夕食後　7日分処方となる。ロコイド軟膏処方あり。
・中村 和夫様～調子は変わりなく、日常生活で困っている事もないと話す。退院に向けて
姉への連絡を継続して行うようDr.指示あり。診察終了後、再度入室し、
寝る前の下剤を減量したいと希望あり。主治医より、現在良好にコント
ロール出来ている為、退院まで現在の処方内容で継続していく説明を
受けている。
・船場 幸子様～診察時も時計が壊れてしまってと電池切れの腕時計について訴える。
血圧が低いと落ちこんでしまうと言い、体調はあまりぱっとしないと言
う。Dr.より、現在の血圧値は心配ない事を説明受けている。表情乏しく
こだわりが著明なため、3/27～ラツーダ増量予定。
・播摩 克子様～各施設からの面接予定あり、長女様より本人には予定を知らせないほうが
良いのではと提案があった事を主治医に報告し、長女様の意向に合わせ
て対応することとする。定期薬同内容継続。
・中村 徳子様～調子はいいが蝉の音が強くなっていると話す。幻聴は大丈夫で気分の落ち
込みは無いと表情穏やか。定期で内服中のトリヘキシフェニジルは少し
戻し調整予定。
・出河 攻様～腰痛や下肢痛なし。眼科受診のみ心配と話している。表情は穏やか。定期薬同内容継続。
・中川原 義雄様～肛門部痛ともう少し寝たい気持ちを訴える。がある。寝不足ではないが、昨日、宮本武蔵の本を読んだ夢を見て、気持ちが揺れたという。

物忘れは自身では目立たなくなり、漢方薬で気分が楽になったと話す。
尿・便失禁についてはトイレが混んでいたからと話している。
独語あり、服薬時には口から錠剤をこぼし、介助を要する状況。
自身の失敗について妄想的な解釈や取り繕いが認められており、内服薬調整となる。臨時薬レキサルティOD錠1㎎　1×1/夕食後　7日分処方となり、今夕から内服開始となる。
